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なぜこの論文を読もうと思ったのか？ 

スクワット動作が地面によってどのように影響がでるか気になったため 

  

内 容 

背景・目的 

・本研究の目的はスクワット動作時の異なる路面状況における大腿四頭筋の筋活動を調べることである。 

  

方法 

・14 名の健常成人 

・路面条件は以下の３つとした。 

・①硬い地面、②スポンジ、③ゴム製バランスボード 

・筋電計を用いて内側広筋斜走線維と外側広筋の電位を計測した。 

  

結果 

 

表：実験結果 In Hyouk Hyong (2013)より引用 

https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3820212/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3820212/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3820212/
https://www.ncbi.nlm.nih.gov/pmc/articles/PMC3820212/


  

・内側広筋斜走線維、外側広筋の活動は③で最も高かった。内側広筋斜走線維はその他の条件と比して有意差

が得られた。 

   

私見・明日への臨床アイデア 

・バランスを取る際に内側広筋の重要性が示唆された。膝 OA 患者で内側広筋の萎縮がある場合、不安定な地

面でしゃがむ動作が障害されているかもしれない。 
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